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微結品が密に集積したバンドで構成されていた。種々の検討を加えた結果、直径200mm ~ 1500 mmのガラ
ス球を接置したガラス基板上で、より密なピッチを持つ対数らせん配列を得ることにも成功した。
次に、分子サイズや結晶格子のオーダーをはるかにしのぐ長周期の構造を形成し、多様な相や形態を形成
する系として、水/油/界面活性物質の混合系に着目した。基板上にオレイン酸ナトリウム/オレイン酸の
微小池滴 (sessiledroplet) を調製し、緩衝水溶液中で水和させ、ミエリンを長時間安定に成長させた。油水
界面で瞬時に生じる水和反応に続いて起こる水和の進行により、 10-100 msの領域では油水界面には波長
20 -50 mmに及ぶしわ状の変形が生じることが認められた。時分割X線小角散乱の結果からは、油相は一
旦配向性を持つ結晶相の状態を経た後にラメラ相となることが示唆された。秒~分の領域では油滴の内側へ
ラメラ転移界面の拡散が観測された。位相差光顕像の差分画像を用いた時空間解析からその拡散係数を求め
ると、 pHあるいは組成のみを一定にしたいずれの場合も反応の化学親和力の増加に伴って拡散係数が増大
する傾向が認められ、最大で8x 10ユcm2s 1となった。一方、ミエリンが生成しうる油相には臨界直径が
存在し、その値はpHに依存することが分かった。
審査の結果の要旨
本論文では、エネルギ一散逸を伴う界面(散逸界面)を有する非平衡分子系における創発現象について一
連の検討を行った。フラーレン C(i()希薄溶液の結品成長を伴う脱ぬれ系では、溶媒蒸発によって三相線の移
動に伴い C(沿の結品化が起こり、周期的な微結晶バンドが形成された。微結晶バンド 1波長あたりのCω量
と蒸発速度の関係も明らかにした口また、微結晶が離散的に配列したミクロな対数らせん配列、ならびに微
結品がバンドとなった巨視的対数らせん配列を得ることに成功した。ミエリン形成に着包して行われたオレ
イン酸油相の水和系では、油水界面でのオレイン酸の中和反応→界面の変形→ラメラ相への転移と油相内部
へのラメラ椙の伝播→ミエリン形成、という異なる時間オーダーの現象が散逸界面を介した水和によって駆
動されることを示した。これらの研究成果は大きな学術的貢献であり、物理化学分野の新しい可能性を切り
開いた極めて価値の高い論文であるc
平成 24年1月26日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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